
本サービスにおける著作権および一切の権利はアイティメディア株式会社またはその情報提供者に帰属します。また、本サー
ビスの出力結果を無断で複写・複製・転載・転用・頒布等をすることは、法律で認められた場合を除き禁じます。

松田雅央の時事日想：

放射性物質の“流れ”は公表できません——気象庁の
見解は世界の“逆流”
http://bizmakoto.jp/makoto/articles/1104/19/news008.html　　

福島第1原発から放出された放射性物質はどのように拡散しているのだろうか。ドイツでは「放射性物質拡
散シミュレーション」を公表しているが、日本の気象庁は“国民向け”には発表していない。その理由を気象庁
に聞いた。

2011年04月19日 08時00分 更新

[松田雅央，Business Media 誠]

著者プロフィール：松田雅央（まつだまさひろ）

ドイツ・カールスルーエ市在住ジャーナリスト。東京都立大学工学研究科大学院修了後、1995年渡独。ドイツ及び欧州の環
境活動やまちづくりをテーマに、執筆、講演、研究調査、視察コーディネートを行う。記事連載「EUレポート（日本経済研究所
/月報）」、「環境・エネルギー先端レポート（ドイチェ・アセット・マネジメント株式会社/月次ニュースレター）」、著書に「環境
先進国ドイツの今」、「ドイツ・人が主役のまちづくり」など。ドイツ・ジャーナリスト協会（DJV）会員。公式サイト：「ドイツ環境
情報のページ」

　福島第1原発から大気中に放出された放射性物質がどのように拡散していくかシミュレーシ
ョンしたデータを「放射性物質拡散シミュレーション」（以後、シミュレーション）と呼ぶ。前
回はWEBサイト上でシミュレーションを開示しているドイツ気象局への電話インタビューをお伝
えした。日本気象庁（以後、気象庁）も類似のデータを開示してはいるが、一般公開を前提とし
ていないため、諸外国とは開示の姿勢と意味が根本的に異なる。

　今回は気象庁からの回答を中心に、シミュレーションの意味と情報開示のあり方について考
えてみたい。なお、気象庁の資料はあくまでIAEA（国際原子力機関）提出用に作成した資料を
情報公開の観点から開示しているもの。「市民向けに分かりやすい情報として開示しているわ
けではない」という意味で、ここでは「開示していない」と書くことにする。

　→放射性物質はどのように拡散するのか——情報開示に消極的な気象庁

各国の放射性物質拡散シミュレーション

　それぞれのシミュレーションは計算方法と意味が違うので、利用には注意が必要だ。
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日本気象庁がIAEAの指定する放出条件に基づいて放射性物質の拡散を計算した資料。4月15日を
基点として17日の拡散状況をシミュレーションしたもの（参照リンク）。気象庁がIAEA提出用に作成
した資料で、一般公開を前提として作成されたものではない。同種資料は3月11日から継続して作成
されていたが、4月4日に政府からの指令を受けて一般開示されるようになった（出典:気象庁）

 
ドイツ気象局（DWD)の放射性物質拡散シミュレーション。大気中に放出された放射性微粒子が、地
上高250メートルをどのように拡散してゆくかシミュレーションしたもの。6色に分けされた濃度はあく
まで相対的なもので具体的な濃度ではない。6時間毎に3日間をシミュレーションしている最新のシミ
ュレーション（アニメ）はこちら（出典:DWD）
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オーストリア気象・地質局（ZAMG)の放射性物質拡散シミュレーション。ヨウ素131の予想濃度を5
色に色分けしている。図は4月15日時点で16日の濃度をシミュレーションしたもの。最新のシミュレ
ーションはこちら（出典:ZAMG）

 
フランス放射線防護原子力安全研究所（IRSN）の放射性物質拡散シミュレーション。3月12日か
ら22日までセシウム137が拡散する様子をシミュレーションしたもの（アニメ）。シミュレーションの見
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方については日本語資料を参照できる（出典:IRSN）

気象庁からの回答

　気象庁総務課広報室から書面（メール）による回答（4月11日）をいただいた。なお、質問・回
答とも、前回の内容と重複する部分は割愛している。

質問：ドイツ、オーストリアのWEBサイトではカラーの図とアニメのシミュレーションを掲載してい
ます。日本でもこういった資料を参考にしたいという人は多くいますが、注意事項を併記した上
で同様のシミュレーションを開示するという選択肢はないのでしょうか？

　率直に書いて、ドイツ、オーストリアで掲載されているような分かりやすい情報をなぜ気象庁
のWEBサイトで見ることができないのか腑に落ちません。

　ただし「こういったカラー図やアニメーションを掲載すると問題が生じる」ということであれば
話は別です。そういった問題があるならば、具体的にお教えいただけないでしょうか。

回答：このホームページは、IAEAからの要請に基づき気象庁がIAEAに報告した内容を、情報
公開の観点から、そのまま公表するものです。（計算結果を見る上での注意事項は下記参照）

 
（出典：気象庁）

　日本は3月11日に内閣総理大臣を本部長とする原子力災害対策本部を設置して、政府一
体となって今回の原発事故に対処しています。このうち、放射性物質による環境への影響予測
情報は文部科学省の緊急時迅速放射能影響予測ネットワークシステム（SPEEDI）により作成・
提供することとされており、既に原子力安全委員会を通じて試算結果が公表されています。（気
象庁が保有する気象データはSPEEDI※の入力データとして使われています。）

※SPEEDI：放出核種の種類、量、気象条件等のデータを入力して、被ばく線量等を計算により予測するシステムとし
て開発されたものであり、文部科学省と原子力安全委員会が連携し、国内の原子力事故における緊急時対応に用い
るもの。
　また、我が国においては、各地で測定された放射線モニタリングの結果（実測値）が文部科
学省をはじめとした関係機関から随時発表されており、日々の実測値による放射線量の国民
周知が進んでいます。このように、今回の事象について気象庁がIAEAに報告した計算結果は、
日本政府や地方自治体、あるいは住民1人1人の判断や行動に役立つものとは考えておりま
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せん。

　以上のことから「拡散予測のカラー図」や「拡散予測の簡易アニメーション」をホームページ
に掲載する予定はありません。

質問：分解能の荒さは周辺諸国を含めた広範囲の状況を知る目的では問題になりません。周
辺諸国に対する情報提供のためにも掲載の意義は大きいと思いますが、いかがでしょう。海外
の公的機関が発表していることを、当事者である日本が発表しないというねじれた状況は、周
辺諸国のフラストレーション、さらには不信感を高めることにならないでしょうか？

回答：各RSMC（地区特別気象センター）からIAEAに報告された計算結果は、関係各国にも提
供されています。これに基づき、周辺諸国をはじめ各国において適切な原子力防災対応を取る
ことができます。各国の国民に向けた原子力防災に関する情報提供のあり方は、それぞれの国
の判断と考えています。

質問：ドイツ気象局のWEBサイトには広報課のページがあります。日本気象庁のWEBサイトに
も広報課のページはあるのでしょうか？　あるならば、お手数ですがお知らせください。ない
場合、そういったページを設ける予定はないのでしょうか。

回答：気象庁広報室のページはありません。また、広報室専用のページを設ける予定はありま
せん。なお、今回ご質問をいただきましたように、気象庁に対する行政の窓口は「気象庁に対す
るご意見・ご感想」のページで対応させていただいています。（連絡先は割愛）

弊害がないなら開示すべき

　シミュレーションはあくまで仮定に基づく情報で、実際の放射線量を完璧に反映したもので
はない。

　「それを承知した上で要望があるから開示する。それが義務」というドイツ気象局と、「だから
開示しない」という気象庁の考え方には根本的な隔たりがある。両者の情報開示に対する姿勢
の差を象徴しているといってもいい。

　原発を基点とする風向きと放射性物質の拡散の様子を知りたいという要望は、この時期、市
民が抱くごく自然な要望だと思う。だからこそ、例えば下記のような気象情報があるわけだ。

　「気象庁によりますと、福島第1原子力発電所の周辺では、現在、南から北に向かって弱い風
が吹いているとみられます……」（NHK 、15日）

　気象庁はシミュレーションを開示しない別の理由として「分解能が荒く国内対策の参考にな
らないから」を挙げているが、福島から遠いところに住む人が拡散の傾向を知りたいと思った
とき、100キロメートルの分解能で十分である。「遠く離れているはずなのに、なぜ自分の住むと
ころからも放射線が検出されるのか」といった疑問を持つ人にとって理解の助けになると思う。

　また、近隣諸国にとっても貴重な参考資料となるに違いない。望むと望まざるとに関わらず海
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外の公的機関がシミュレーションを公開しているわけで、当事国の気象庁が開示していないと
いうねじれた状態は、いかにも不自然である。

　「シミュレーションを開示することによって弊害がある」という積極的理由があるなら話は別
だが、少なくとも筆者は気象庁の示す「開示しない理由」に納得できない。立場によっては「シミ
ュレーションを見た人が『広い範囲を高濃度の放射性物質が覆っている』のように誤解する」と
いう危惧を抱くのかもしれない。しかしながら、それは国民の理解力と判断力をあまりに低くみ
すぎている。

　できない理由を列挙し、開示できないことをかたくなに主張するより、一般の気象情報と同じ
ように開示し、利用に当たっては注意事項を併記した上で利用者に任せてはどうだろう。シミ
ュレーションの開示・非開示に関する気象庁の姿勢については、読者に考えていただきたい問
題だ。

関連記事

放射性物質はどのように拡散するのか——情報開示に消極的な気象庁
福島第1原発から大気中に放出された放射性物質は大気中をどのように拡散していくのか。放射性物質の拡
散を予測した気象データがあるが、このことを知っている人は少ない。なぜなら日本の気象庁が予測データを
積極的に開示しないからだ。

海外でのイメージは？　原発事故を起こした“フクシマ”
原発事故の発生から、1カ月が経とうとしている。海外メディアでも冷静な報道が目立ってきたが、市民の間で
は「フクシマ＝危険」というネガティブイメージは根強い。こうしたイメージを払拭するにはどのようにすればいい
のか。

海外メディアはどう報じているのか？　東日本大震災の衝撃
東日本大震災の衝撃をドイツのメディアはどのように報じたのか。地方紙は1面に震災の写真を掲載し、ニュ
ース専門チャンネルも震災関連の情報を流している。今回の時事日想は大震災がもたらした衝撃をドイツの
視点から報告する。
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